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竹林の立地學的研究
（第　一　報）

黒竹林土壌の理化學的性質に就て

上田弘一一郎・鈴木健敬

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　緒　　　　　言

　竹林の栽培とそのカ1に〔は農山村の副業として重要なる役割を持つてV・る。なお今後竹材の需要

は谷々増加するものと豫想されるのであるが，竹林の面積は戦時中，食糧増産のために開墾せら

れて著しく減少してV・る。　　　　　　　．

農林省の統計によつても，昭和2年より11年までの年干均，竹林の面積は約14萬町歩竹材の生産

約530萬束であるのに昭和23年度に於ては面積12萬町歩に減じ生産830萬束に増加してv・る。

これは一面竹林の荒慶を意味するものであるが，他方、竹林増産の重要性を示唆するものである。

　然し，今後竹林の増殖に當つては，農耕地に近い干坦地は食糧増産のために供用されなけれぱ

ならなv・ので，山地，傾斜面の利用を考えるべきであろう。此虚にその立地學的研究が必要とな

つて來るのである。從來の竹林に關する研究は，栽培法や竹材の利用等に重黒占がkかれ，その基

礎となるべき立地に關する科學的な研究が訣けてV・るように思われる。カバる意味に於て，昭和

25年度文部省科學研究費の助成を得て，研究に着手したのであるが，今迄に得た結果の一端を報

告したV・。

　如何なる竹種を如何なる土地に増殖するかの問題であるが，著者は‘實験の封照としてまず黒

竹を選んだ。それは黒竹は痔悪林地にも一一一・ue栽培可能である事，叉最近釣竿として盛んに輪出せら

れ，貿易上重要なる位置を占め，然も釣竿には直径4分以下の細竹が重用せられる事，伐探年齢

が2年生であつて，描付後速かに牧入が得られる事等の特性を有しているからである。本研究に

當つて，多大の御援助を賜つた本學沼田教授及び調査や試料の提供を快諾せられた藤澤芳太郎氏，

坂本賞水氏，岡本與三郎氏に深謝の意を表する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　皿　黒竹林の特性と研究目標

　黒竹は褒生の當初には，桿色は青線色であるが，その年の秋頃から黒色力ぷり，翌年には暗褐

紫色叉は暗黒色を呈し，その特性を表す様になる。然し褒生後3年たてば桿色樋せて枯れカバる

ので大抵2年生の竹を伐つて利用する。黒竹の良否に就V・ては，全面が黒味がかつたのを良質と

するのであるが，太さの大小に封しては用途に依り異る。太V・黒竹は家具用としては重用せられ

るが，黒竹の最も重要なる用途は釣竿であり，中でも輪出用に供せられるのは長さ9尺以下根本

直径5分位迄の細竹である。從つて黒竹の利用には，桿の色調の良v・細V・物の方が優り，太V・も

のは反つて劣るを通例とする。竹の太さは，竹の密度にも關係するであろうが，土質に影響され

る暫が少なくないであろう舌思われる。比較的細V・竹が如何なる土質に生ずるかを究むる事は興

味ある問題であろう。

　以上の如くして，黒竹林の成績良否の表現には，必ずしも生長の良V・太竹のある所の方が優る

とは限らず，利用慣値の黒占から云えば，むしろ，細竹の多数生産される所の方が良v・のであるが，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

－－ ke實瞼上，太竹の生ずる麗域を生育優良地とし，細竹の多い漸を主青の不良地として，夫々代

表的な個所を選んで先す土壌分析を試みたのである。　　　　　　　　　　　　・
・

　　　　　　　　　　　　’　　　　　　■　試瞼地の概況

　試験地は和歌山縣日高郡内原村附近に3ケ所，京都府綴喜郡有智郷村に2ケ所同じく乙訓郡向

日町に2ケ所を選定し，夫々比較的細竹を生する所と太竹を生する所の封照試験麗を設けた。何

れも一一つの竹林内に廣さ5m干方を取り，観察，試験の封照とした。その概況は第一表a，　bの

通りである。1，2．3，4．……13，14．は同一竹林丙にある試験匿，1，3，……13は太竹を生じてゐる場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔第　一　表　a〕　　　　　、　　　　　　．
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〔第　一　表　b〕
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　　　　　　　　　　　　　　　　rv實験　方　法・

　　　　　　　　　　　　　　§1　土壌試料の採取

　竹林内の林相は，一見同様と思、われる所でも實際には局部的に十差方別にして僅か数米の距離

にて両者の間には著しき相異を認める事が稀でなV・。此の標な均一一でなV・場所から，その性質を

最も良く推測し得る様な試料の探集法は，嚴密には是非とも老えなければならぬ事であるが，實

験分析の煩鞠生から蝕り多数の試料を探取する事はさけなければならない。本實験でも，從來の

標準地法に依り林分構成を見たコードラード中から各々1個所ずつ表暦及び10cmの深さから，

理學的性質，並びに化學的性質を測定すべき試料を採取した。

　　　　　　　　　　　　　　§2　土壌の理學的性質の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの　土壌の含水量，容水量，容積重，孔隙量，等何れも芝本氏の円筒法に依り採集した試料を以つ

て常法に從つて測定した。比重は，比重瓶にて常法に依り測定す。

　　　　　　　　　　　　　　§3土壌の化學的性質の調査

　供試土壌は常法に從つて調製した。即ち，探集せる土壌は直ちに日蔭にて風乾し，乳鉢中にて

桐棒で輕く感陣したる後2mmの圓孔の諦を以つて石礫を分け，更に細土中の有機物を出來るだ

け除き，此れを更に粉埣して1mm孔の籠を通して分析用の試料とした。

　　　　　　　　　　　　　　　a）土壌中の炭素及び窒素
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のエの
　炭素は憾式酸化分解法の簡便法である迅速滴定法に從つて測定した。土壌中の有機物を算出す

るには普通此の炭素に1・72～2・00の係数を掛ける。一般に新鮮な有機物の炭素含有量は低く分解
　　　　　　　　　　　　いを受けるに從つて高くなる本寳験では何れも1．72の係敷を掛けて全有機物量とした。

　窒素はケルダール氏の常法に從つて測定した。

　　　　　　　　　　　　　　　b）土壌の酸度
　土壌の活性酸度は島津式迅速水素イオン計に依り測定した。

置換酸度は本實験に於ては多数の試料を虚理する關係上實験操作に多少の訣顯を持つがKappen
1う）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

法に準じて此れを測定した。此の浸出に依るイオン置換反鷹は温度に依り少しく結果を異にする

から，全試料の浸出には可及的に同温度で庭理する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　C）　土壌のコンバー反鷹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラ
　第二鐵・fオンはロダン加里と共に赤紅色を呈する。此の反懸からComberが土壌の酸度を梢々
　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エリ

定量的に槍出した。本實験では鴨下氏の改良法に從つて土壌のコン7〈　・一反鷹を測定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　V　實験　結　果

　　　　　　　　　　　　　　　§1土壌の理學的性質

　土壌D理學陸を測定した結某は次の如くである。



4

〔第　　二　　表〕
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　1）含　　水　　量
　　　　し
　黒竹林土壌の測定結果に依れば，含水量と黒竹の生育の良否とには定量的な關係は認められぬ

にしても大膿生育の良V・場所の含水量は大きV・様である。

　2）容　　水　　量

　土壌の容水量はその理畢性すなわち粒子の大きさ，組織，構造等に影響され，又腐植質等の膨

脹性物質の存在に依つて大きくなる。一般に含水量の大なるものは容水量も大きく，叉孔隙量に

比例して増減すると考えられちが，此等は何れも一定の條件下に於てのみ云V・得る事であり，例

えば後者に就V・ては孔隙そのものの性質が問題となる。測定結果に依れば，部分的に逆の所もあ

るが，大麗含水量と同じ傾向を持ち，生育の良v・所の方が大なる値を示す結果となつてv・る。表

層より深部の土壌の保水力が劣るのは，一般に認められる所と同じ様な現象であろ。唯試験厄，

9，10，11，，12の表暦部分が反封の慣を示してv・る事につv・ては更に検討を要するものと思われ’

る。

　3）眞　比　・重

　土壌の眞比重は，一般に粗粒子の多v・程小さく，微粒分に富むと大きくなる傾向がある。此の

黒占のみからすれば，通常粗粒分の多V・下部程比重は小さくなろはずであるが，實際には，表面附

近には比重の小なる腐植質に富むから，反つて比重は小ぎくなつてv・る場合が多v・。

　測定結果に依れば，生育の悪V・土地の方が多少比重は大となつている様であるが，反封の場合
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も多く，蚕艦として爾者の問に顯著な關係は認められなV・。

　4）容　積　・重
　自然状態の土壌の容積重も，概して不良地の方が大である。表暦に於ては部分的に不良地の方

が小さくなる事もある。

　5）孔　　隙　　量

　土壌の孔隙量と土性に關しては多敷の異諭があるが，此が土性の一つの見解を與えるものであ

ることは一般に認められてV・る。此れも大艘生育の良V・土地の方が大きV・傾向にあるが，部分的

には生長の良否とは反封の値を與えてV・る所もある。此れらは落葉の堆積状態その他による局部

的な現象が試料探取に営つて混入したものと思う。

§2　土壌の化學的性質

　1）　土壌中の炭素，窒素，炭素率

農耕地と異り森林に於ては林木の生育に必要なる養料は自ら作つてゐる。その結果，林木の生

育は土地の性質に依り略々限定されてゐる。著者の場合も乙訓郡附近の干地林の場合を除くと山

地に植栽された黒竹林に封して施肥される事は殆んど無くその鮎他の一般林木と似てゐる。此れ

ら黒竹林土壌の化學的性質を測定した結果は吹の如くである。

　有機物は各地を通じて黒竹の生育

の良v・土地の方に多v・。唯表暦では　　　　　　　　　〔第　三　表〕

部分的に反封の結果を示す。叉山地

林では干地林に比1ノてその絶封量が

少なV・。

　窒素に就ても殆んど同じ事が云へ

る。

　炭素率を見ると，此れも一般の森

林土壌に於けると同じく生育の良V、

場所の方が小さV・傾向を示す。

　一般に農用作物に比較すれば林木

の植物養分に封する要求度は幾らか

低v・。然し林木にあつても生長の良

V、土地の方が特に深層まで腐植質に

富み，それに件う窒素その他の植物

養料に恵まれてV、る事は多くの實験

例に於て認められる所である。更に

、此の黒竹林土壌の分析結果の全髄を

見て感ずる事は炭素，有機物，窒素

共にその絶封量が一般森林土壌に比

較して小さV・事である。

　此れは、此れら黒竹林の落葉の堆

積がスギやヒノキに比べれば少なV・

と思われる事，叉牧穫が短期間に繰

り返されるために有機物の持ち去ら
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れる割合が大なる事等に原因すると思われる。然し日高郡や綴喜郡地匿の如くに，竹が山の傾斜
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かラユハ
地に栽培されている所では，スギ，アカマツ等の不成績地のそれと大差なV・か，或は一暦少ない

と云ふ事，從つて，叉その様方所でも癒4ご育し得るという事は黒竹の栽培に封して示唆を與え

るものである。實際に飴り肥えた土地では個々の黒竹は大きくなるが，色が悪くなつて黒竹とし

ての商品的慣値を低下する場合が多V・。止ヒの様に黒竹を一一般造林樹種の不成績地に植栽，叉は，

混渚林として造成する事が將來考えるべき課題となるではなV・かと思う。

　2）土壌Pの酸度　　　　　　　　　　　　　　　　．
　土壌の酸度，PH（H20），　PH（KC1），置換酸度，コンバー反慮，等の間には或程度の相關關係

が存在ずるが，此れらは何れも性質を異にするので，土壌中の他の有機物無機物の影響を受けて

必すしも比例するとは限らなV・。各地の酸度を測定した緒果は次の如でくある。　　　　・

〔表　　四

曄験劉羨壌馴鵠d
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　　　置換酸度（KCI）　　　　　　　｜反　　歴

和
歌
山

縣
日
高
郡
内
原
村

京
都
府
綴
喜
郡
有
智
郷
村

京
都
府
乙
訓

郡
向
日

町、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

0－4
10－14

O－4
10－14

0－4
10－14

0－4
10－14

O－4
10－14

0－4
10－14

0－4
10－14

O－4
10－14

0－4
10－14

O－4
10－一一14

O－4
10－14

0－4
10－14

O－4
10－14

0－4
10－14

o
2
5
5
8
0
∨
4
4
6
1
5
6
0
7
5
4
2
6
5
5
8
7
4
4
o
2
5
5
4
6
5
5
2
4
5
5
2
0
5
5
4
5
4
4
7
0

’

4
5

6
4
4
4 5
ρ
0
4
4

9
1
2

4
4

・ 35．8

　64．5

1：1悌：1

0
1

F

D
5
2
O
4
4
5
8
4
4
9
臼
1
4
4

1
5
2
4
に
∨
2

閲
66

2
7

ρ0
8
2

0
7
°
0
8
4
5

24．6

28．4

27．6

39．6

4
7
5
4
o
2
5
5
8
9
4
4
o
5
5
48
8
3
3
o
2
4
4
0
8
4
3
O
1
4
4

9
“
ウ
句7
627．2
41．6

0
0
1
1
1
127．0
34．2

1
4

c
乙

－

（

b
6
1
5

9
6
4
5
4
2

3
0
0ρ0

76
8
6
o
6
7 0∨
ウ
I
L

N
O
7
8
4
7

c
乙
　
o
O
7
7
0
5
1
7
7
7
5
8
0
0
7
7

2
8
7
3
2
4
8
9
2
4
6
4
3
425．6
35．6

24．4

37．2

28．8

28．8

　本表PH（H20）を見るに，黒竹林

地は地表下4cm迄の土層では，4．4　L

～5．6を10～14cm層では4．6～6．1

である。黒竹の生育の良否と一般土

壌酸度との關係に就V・ては，地域に

依つて明らかな相異が認められる。

代表的な山地林である（1）～（6）試

験厄に就V、て見るに；生長の劣る，

（2），（4），（6）試験麗は，良好な（1），

（3），（5）試験厄に比較して何れも酸

度が強く，繭者の間には判然とした

差異が現れてV・る。然るに，丘陵地

に栽培されている（7）～（10）試験匝

の土地では，此の關係は除り明か

でなく，更に，代表的な干地林であ

る（11）～（14）試験匿の竹林では，

生育の良好な場所の方がむしろ酸度

が強V・と云ふ全く反封の結：果となり，
　　　　　　の

璽谷氏の孟宗竹林における試験結果

を肯定する結果を示している事は注

目すべき現象である。即ち麗谷氏に

よれば，孟宗筍園土壌の酸度に就き

測定した結果，孟宗竹の生育良好な

地はPII　4．37～59であり，不良地が

5．7～6．1となつて，酸度の強V・土壌

に耐え，その生育，及び筍の生産も叉幾分酸性の所が良い。新に孟宗竹を栽培せんとする時はコ

ンバー反雁の狽V・場所を選んで差支えないと報告している。著者の實験結果の吟味に封しては，

試験地の数が少なv・ので，此れだけで一般的な結論を出すのは少し危険ではあるが，以上の結果

から見れば，黒竹の生長に封して土壌酸度は飴程強くならぬ限り，その限界は現在の所解らない

がEkり問題となる因子ではなv・と云へるであらう。　　　　　　　　，

　一般に山林に於ては，山麓附近は尾根より酸度が弱v・傾向を示す。試験直（1）～（6）の場合の

結果は此の傾何が多少強く現はれた一例であらう。此等生長不良地出現の原因はむしろ他のもの

に依ると思はれる。
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・摘 要

　黒竹林の生育と土壊の理化彗姻爽就て以ヒ述べた黒占を要約すると吹の如くである。

　a）含水量，容フk量は，概して生育良好な土地の方が大きV・。

　b）　土壌の眞比重は黒竹の生育と飴り深v・關係を認められす，自然状態の容積重は一般に不良

地の方が大であるが，反封の結果を與へてv・ろ所もある。孔隙量に就ては反封に生育良好な場所

の方が多い傾向を示す。

　C）　炭素，窒素に就V・ては，優良地の方が不良地より一般に多く，炭素率は小さV・。叉土壌中

の此等の絶封量は普通の森林土壌に比較して幾分少なV・。

　以上，黒竹林を，傾斜地と干坦地とに於て更に生育の良否別に土壌の理化學的性質の槍討を加

えてみると，一般に黒竹が生育の不良な細竹を産する所に置v・て反つて釣竿としての利用債値高

く，山地利用上注目されることはすべて述べた所であり，この實験結果に就V、ては黒竹生育の良

否の比較とV・うよりもむしろ，その細竹を生ずる林地がどのような土性を示してV・るかを知るこ

とに重要な意義があるとも云えるであろう。或v・は逆に黒竹が土壌學的に如何なる範園まで栽培

可能かを求めることに興味がもたれる。たとえば，森林土壌との比較によつても解るように，ア

カマツの痔悪林地と言はれる様な山地にも一感黒竹の栽培が可能と推測される。’

　なお今後、黒竹の増産をなすに當つて注意すべきことは，もし各地方に黒竹が多量に増産され

たときには憤格の低落が豫想されること及び物慣の憂動を豫期せねばならぬことである。この時

の封策としては，栽培的には品種改良等の鮎とともに生産費低下の方法の考究が重要覗されるこ

ととなる。この場合にも黒竹がどのような程度の土壌まで栽培可能であるかを知ることは大切で

ある。之等，各種の槻黒占より竹林を考察せんとして，こSに實験結果の一端を示した吹第である。

　もつとも，V・くら黒竹が痔地に栽培できるからと言つて，た☆放任するだけでは育たなV・。農

業的には多少施肥のこと等が問題となるのであるが，林業的には地床植物をなるべく陰性のもの

で被われるように工夫し，或は，肥料木の混植等を老えること，その他の工夫を要する。．

　なk黒竹林に關しては立竹の密度，黒竹林の下り籔の現象及び，地力維持に關する研究を立地

學的に解明したいと思つてV・る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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